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2.I.1. Equatorial Pacific Ocean
2.1.2. Indian Ocean
2.1.3. NorthAtlantic Ocean






3.1.I. Eastern equatorial Pacific Ocean(Hole 846B)
3.1.2. Westem equatorial PaciGc Ocean (Hole 807A)
3.I.3. Indian Ocean (Hole 723A)




4.I.1. Eastern equatorial Pacific Ocean
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4.2.I. Absolute abundance of coccoliths I
4.2.2. Relative abundance of small coccolithS
4.2.3. Relative abundance of warmwater species
4.2.4. Relative abundance of Florisphaera projunda







5.5. Reconstruction of paleoatmospheric and paleoceanographic condition -related tothe equatorial reglOnS












道太平洋地域(ODP Hole 807A, 846B),インドモンスーンによる有数な湧昇流地域であるインド洋アラ





phaseII(MIS 6-8), PhaseⅢ(MIS 9-14)に区分し,各々のPhaseで各海域の古海洋環境を復元した.





































かとなっていない.本論文では東赤道太平洋地域(ODP Site 846),西赤道太平洋地域(ODP Site 807),









では北大西洋海流の流路が南下し,極前線が南下していた.これらphaseに対し, phase Ⅱは, PhaseⅢと
Ⅰをっなぐ転換期であった事が明らかとなった.
以上の結果,過去55万年間の赤道太平洋-インド洋間および北大西洋で認められた気候変化は同時に
発生したこと,およびこの変動が,赤道地域の南北循環や東西循環の強度変化に起因していたことが明ら
かとなった.
以上のように,本論文は石灰質ナンノ化石を環境指標として用い, Mid-Brunhes Event期からの現在ま
での過去55万年の海洋一大気循環システムを明らかとしたもので,古気候変動の解明で重要な研究であ
り,同分野の発展に多大な貢献をすると期待される.さらに,これらの成果は提出者が自立して研究を進
めるに必要な学識を有することを示しており,本論文は博士の学位論文として合格と認める.
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